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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月25日(2019.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抽出蒸留方法であって、
　アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む混合物を少なくとも１つの蒸留塔に提供す
る工程であって、前記混合物が、前記蒸留塔に入る前に１６２°Ｆ（７２．２℃）～１７
５°Ｆ（７９．４℃）の温度を有する、前記工程と、
　アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む前記混合物を水性溶媒に接触させてアクリ
ロニトリル－水共沸混合物を形成する工程であって、前記水性溶媒が、前記蒸留塔に入る
前に１０２°Ｆ（３８．８℃）～１２８°Ｆ（５３．３℃）の温度を有する、前記工程と
、
　前記アセトニトリルから前記アクリロニトリル－水共沸混合物を分離して塔頂流及び塔
側流を形成する工程と、を備え、
　前記塔頂流中に０．０５質量％以下のアセトニトリルを維持し、前記塔側流中に０．５
質量％以下のアクリロニトリルを維持する、前記方法。
【請求項２】
　抽出蒸留方法であって、
　アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む混合物を少なくとも１つの蒸留塔に提供す
る工程であって、前記混合物が、前記蒸留塔に入る前に１６２°Ｆ（７２．２℃）～１７
５°Ｆ（７９．４℃）の温度を有する、前記工程と、
　アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む前記混合物を水性溶媒に接触させてアクリ
ロニトリル－水共沸混合物を形成する工程であって、前記水性溶媒が、前記蒸留塔に入る
前に１０２°Ｆ（３８．８℃）～１２８°Ｆ（５３．３℃）の温度を有する、前記工程と
、
　前記アセトニトリルから前記アクリロニトリル－水共沸混合物を分離して塔頂流及び塔
側流を形成する工程と、を備え、
　塔頂流の不純物及び塔側流の不純物を、前記蒸留塔に添加される前記水性溶媒の流量及
び蒸留塔の温度を用いて制御する、前記方法。
【請求項３】
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　抽出蒸留塔の制御方法であって、
　アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む混合物を少なくとも１つの蒸留塔に提供す
る工程と、
　アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む前記混合物を水性溶媒に接触させてアクリ
ロニトリル－水共沸混合物を形成する工程と、
　前記アセトニトリルから前記アクリロニトリル－水共沸混合物を分離して塔頂流及び塔
側流を形成する工程と、
　操作変数に対する同時の制御アクションを決定するモデル予測制御に基づく高度プロセ
スコントローラを用いて、前記塔頂流中のアセトニトリルの量及び前記塔側流中のアクリ
ロニトリルの量を制御し、少なくとも一連の制御変数を制御しながら少なくとも一連のパ
ラメータを最適化する工程と、を備え、
　前記一連の操作変数が、前記蒸留塔に添加される前記水性溶媒の量及び蒸留塔の温度を
含み、前記一連の制御変数が、前記塔頂流中の前記アセトニトリルの量及び前記塔側流中
の前記アクリロニトリルの量を含み、
　前記少なくとも一連の制御変数の制御が、前記蒸留塔に添加される前記水性溶媒の量及
び前記蒸留塔の温度の制御を含む、前記方法。
【請求項４】
　前記塔頂流中のアセトニトリルの質量百分率及び前記塔側流中のアクリロニトリルの質
量百分率を、前記蒸留塔への水性溶媒の流量及び蒸留塔の温度に基づいて制御する、請求
項１又は２に記載の方法。
【請求項５】
　前記蒸留塔の温度を、塔の中間区域で測定する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記塔頂流をデカンタへ送り、前記デカンタの体積を、前記デカンタの一日当たりの平
均体積の５０％～７０％に維持する、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記デカンタからの有機流体が、アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む前記混合
物の体積の６％～１１％である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記蒸留塔が、１６ｐｓｉｄ以下の圧力降下を有する、請求項１～３のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項９】
　アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む前記混合物の供給速度（米ガロン／分）に
対する前記塔側流の流速（１００万標準立方フィート毎時（ＭＳＣＦＨ）／米ガロン）の
比が、０．１～０．３である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記塔頂流中のオキサゾール濃度を、３０ｐｐｍ以下に維持する、請求項１～３のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記塔側流中のＨＣＮ濃度を、２質量％以下に維持する、請求項１～３のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１２】
　アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む前記混合物の流速に対する前記水性溶媒の
流速の比が、１：２～１：１．６である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む前記混合物の流速に対する前記塔側流の流
速の比が、１：１．２５～１：１．７である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１４】
　回収塔に提供されるアクリロニトリル及びアセトニトリルの前記混合物１ガロンにつき
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、１６００ｂｔｕ以下のエネルギーの使用をもたらす、請求項１～３のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記塔頂流の不純物が、アセトニトリル、オキサゾール及びそれらの混合物からなる群
から選択され、前記塔側流の不純物が、アクリロニトリル、ＨＣＮ及びそれらの混合物か
らなる群から選択され、好ましくは前記塔頂流中に０．０５質量％以下のアセトニトリル
を維持し、前記塔側流中に１質量％以下のアクリロニトリルを維持する、請求項２に記載
の方法。
【請求項１６】
　前記一連の制御変数が、デカンタレベル及び／又は蒸留塔圧力降下を更に含む、請求項
３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記一連の制御変数が、前記塔頂流中のオキサゾールレベル、アクリロニトリル及びア
セトニトリルを含む前記混合物の流速に対する水性溶媒の流速の比、アクリロニトリル及
びアセトニトリルを含む前記混合物の流速に対する前記塔側流の流速の比、並びにそれら
の組み合わせからなる群から選択されるパラメータを更に含む、請求項１６に記載の方法
。
【請求項１８】
　前記蒸留塔に添加される前記水性溶媒の量及び蒸留塔の温度が、前記塔頂流中に０．０
５質量％以下のアセトニトリル及び前記塔側流中に１質量％以下のアクリロニトリルをも
たらす、請求項３に記載の方法。
【請求項１９】
　アクリロニトリル及びアセトニトリルを含む前記混合物が、前記蒸留塔に入る前に１６
２°Ｆ（７２．２℃）～１７５°Ｆ（７９．４℃）の温度を有する、請求項３に記載の方
法。
【請求項２０】
　前記水性溶媒が、前記蒸留塔に入る前に１０２°Ｆ（３８．８℃）～１２８°Ｆ（５３
．３℃）の温度を有する、請求項３に記載の方法。
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